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知られている（例えば、Ishizsuka et al., 2006）。これらのことは、こ
れまでに行われてきた構造探査結果からも示唆されている。海嶺を横
断する調査からは、P 波速度 6.4-6.6 km/s の上部地殻と P 波速度
7.0-7.2 km/s の下部地殻が同定された（Takahashi et al., 2009）。しか
し、海嶺軸に沿った方向の調査からは、海洋性地殻と同等の薄い地殻
の分布が明らかになり、海嶺の最浅部近傍の狭いエリアに薄い地殻が
存在することが明らかになっている（Kodaira et al., 2012）。しかも
その厚さは、海嶺に沿った方向に大きく変化する。一方、しんかい
6500 を用いた海底観察からは、boninite、fore-arc basalt、gabbro、










channels, 25 m group interval）、海底地震計を用いた屈折法探査デー
タも取得した。使用したエアガンは総容量 7800 cu.in.の APG ガンで、
反射法探査向けには 50 m、屈折法探査向けには 200 m 間隔で発振し





底地震計の記録も、海底地震計直上から 40－60 km の範囲でしか初
動が読み取れず、複雑な速度構造が分布していることを示唆している。




て均質であり、5.0-5.5 km/s、6.0-7.0 km/s の層が広範囲に分布して
いる。以前の調査結果によれば、上盤側の地殻と海洋性地殻が接して
いる場所に本発表の測線があり、部分的に上盤側の peridotite 層がこ
の測線直下に分布しているものと思われる。海底から約 4 秒のところ
には、比較的明瞭な反射波が読み取れた。 
本発表では、トモグラフィックインバージョンによる暫定的に決定
した速度構造と反射面の分布を紹介する。また、反射記録断面から上
盤側の反射面と沈み込む太平洋プレート上面からの反射波を同定し、
オフィオライト構造を確認するために、得られた速度構造と海洋性地
殻の類似性、相違性を確認する。 
